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評価の観点
評価の
材料等

学習カード

スキルテスト

球技共通 授業の様子

３．ベースボール型球技
　⑥ソフトボール

保健体育

体育理論

　現代高等保健体育（大修館書店）

　現代高等保健体育ノート（大修館書店）

１　学習の到達目標

 １・２学年における各種の運動の合理的な実践を通して身につけた技能・態度を踏まえ、生涯を通じて継続的に運動ができる資質や能力の、
より一層の向上を図る。あわせて自らの健康を適切に管理し、改善していくための資質や能力の定着を図る。

２　学習の計画及び評価方法

球技１〔①～⑦より１種目選択〕

１．運動と健康

  ①骨格と筋肉、内臓

①運動生理学を学ぶ上で必要な解剖学の基礎を理解する 授業の様子

課題テスト

②運動と健康に関わる様々な視点から、スポーツについて考え理
解する。

  ②スポーツへの関わり

第 3 学年　選択者

令和８年度　保健体育科　「健康・スポーツ」　シラバス

月 学習項目 学習内容や学習活動

教 科 書

副 教 材

健康・スポーツ 単位数

学 級

教 科 　単位科 目

授業の様子

知識では，技術，戦術，作戦及びその高め方，合理的な練習法や
練習計画の立て方，体力の高め方，課題解決の方法，審判法や競
技会の企画・運営の仕方，初歩的な指導法，運動観察や動作分析
の仕方などを理解することができるようにする。

球技共通 授業の様子
学習カード

　⑤バドミントン　⑥テニス

球技1

　①バスケットボール ②サッカー

　③ハンドボール　④バレーボール

　⑦ソフトボール

１．ゴール型球技
　①バスケットボール

ベースボール型球技では，個人やチームの技能に応じて戦術，作
戦を重視した攻防を展開できるようにする。バット操作やボール
操作では，バッティング，バントなどの技術を用いて，打ち返す
方向をコントロールしてヒットをねらったり，仲間の進塁をサ
ポートしたりして得点につなげる攻撃と，フライやゴロに対する
補球動作と送球動作などの守備を身につける。また，ボールを持
たないときの動きでは，攻撃では，離塁やタッチアップなどの技
術を用いて次の塁をねらう動きによって進塁することを，守備で
は，打球に応じた守備位置の移動や仲間と連携して中継プレイや
バックアップをするための動きを身につける。

勝敗などを冷静に受け止め，競技のルールや審判の判定を遵守し
ようとすること，試合後にお互いを讃え合うなどのマナーやフェ
アプレイの考え方を大切にしようとすること，互いの技術の上達
に向けて助け合い高め合おうとすること，審判や記録などの役割
を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること，チームの
作戦や戦術の話合いでは，自分の意見や仲間の意見を調整して合
意形成に貢献しようとすることができるようにする。

ゴール型球技では，チームや個人の技能に応じて戦術，作戦を重
視した攻防を展開できるようにする。ボール操作の動きでは，ド
リブルやパス，ボールを保持したランニングなどによってボール
を保持したり相手をかわしたりして攻防を展開する技能を身につ
ける。ボールを持たないときの動きでは，パスを受けるために空
間に走り込んだり仲間をサポートしたりする動きによって，組織
的に攻防を展開する技能を身につける。

２．ネット型球技
　③バレーボール

ネット型球技では，個人の技能に応じて戦術，作戦を重視した攻
防を展開できるようにする。ボールや用具の操作では，サービ
ス，レシーブ，スマッシュ，カットなどの技能を用いて，返球場
所をコントロールしたり，緩急や前後の空間への返球，ボールの
回転の変化などによって，体勢を整えたり，相手の隙をついたり
して攻防を展開する技能を身につける。ボールを持たないときの
動きでは，空間を埋めたり仲間をサポートしたりする動きによっ
て，仲間と連携して攻防を展開する技能を身につける。
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３　評価の観点

４　評価方法　

５　担当者からのメッセージ

球技３ 上に同じ 授業の様子
学習カード

①健康維持や競技力向上のための体重管理のあり方について、理
解する。

②スポーツ現場で頻発する障害の種類と対処について理解する。

学習カード

課題テスト

①トレーニングの基本原則について理解する。

２．スポーツと健康

②体力の構成要素について理解する。

知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の3観点の評価から観点別に評価する。																											

観点の趣旨

授業を受けるに当たって守っ
て欲しい事項

・実技については指定ジャージ、体育理論は制服で授業へ参加すること。
・授業はチャイムと同時に始めるため、着替え・活動場所への移動は、休み時間の内に完了すること。
・安全のため、金属類（時計・貴金属類・装飾品等）ははずすこと。
・テニスコートはテニスシューズか底の平らなスポーツシューズを履くこと。
・授業の準備・後片付けは全員で協力して行うこと。
・貴重品の管理をしっかりと行うこと。

運動の楽しさや喜びを深く味わ
うことができるよう、運動の合
理的、計画的な実践に主体的に
取り組もうとする。また、個人
生活及び社会生活における健
康・安全について関心をもち、
意欲的に学習に取り組もうとす
る。

生涯にわたる豊かなスポーツライフ
の実現を目指して、自己や仲間の課
題に応じた運動の取り組み方や健康
の保持及び体力を高めるための運動
の計画を工夫している。また、個人
生活及び社会生活における健康・安
全について、課題の解決を目指して
考え、判断し、それらを表してい
る。

運動の合理的な実践を通して、
運動の特性に応じた段階的な技
能を身に付けている。

関心・意欲・態度 思考・判断

評価の材料

評価の観点

授業時の様子の観察
スキルテスト

確かな学力を身につけるため
のアドバイス

スポーツを主体的に取り組む姿勢を大切にし、将来、どこかの場面でスポーツに関わるリーダーとして活躍でき
るように知識や技術を吸収して下さい。特に、体育理論では、スポーツに関わる人なら、絶対に知っていて欲し
いことを取り上げます。スポーツを通して健康を維持するためにも、大切にしましょう。また、実技では、各種
目ルールはもとより、練習方法も理解し、自分たちでスポーツを展開できるようになりましょう。

授業時の様子の観察
スキルテスト
学習カード
課題テスト

授業時の様子の観察
学習カード

授業時の様子の観察
学習カード

評 価 方 法

球技３

体育理論
１．スポーツトレーニングの基礎

球技３

授業の様子
学習カード

授業の様子

球技２ ※球技１と同様

運動の技能 知識・理解

運動の合理的、計画的な
実践に関する具体的な事
項及び生涯にわたって豊
かなスポーツライフを継
続するための理論につい
て理解している。また、
個人生活及び社会生活に
おける健康・安全につい
て、課題の解決に役立つ
基礎的な事項を理解して
いる。

球技３〔①～⑦より１種目選択〕

１．スポーツトレーニングの基礎

球技２〔①～⑦より１種目選択〕


